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鳥取県中部地震記録誌の発刊に寄せて

鳥取県知事　　平　井　伸　治

　「鳥取県中部地震」の発生から２年が過ぎました。

　この記録誌は、特徴のある地震であった鳥取県中部地震の概要や被害状況、災害対応や

復旧・復興に向けての取組、関係団体や住民の皆様の御体験などを記録し、振り返ること

ができるように編纂したものです。

　近年、記録的な災害の発生が相次ぐようになっており、この度の経験や記録が、次なる

災害への備えや対応の一助となれば幸いに思います。

　さて、鳥取県中部地震からの復旧・復興においては、まずはできるだけ迅速に「復興」

を進め旧に復すことに意を尽くし、更に、幸福を興す「福興」を目指すことを、地域一丸

となって進める挑戦を続けて参りました。その中で、前例にとらわれることなく、一部損

壊家屋に対する住宅再建支援や、災害ケースマネジメントによる被災者に寄り添った生活

復興支援など、全国で初めての施策にも取り組み、眼前に立ちはだかる課題を一つひとつ

乗り越えて参りました。

　地域の皆様が心を一つに力を合わせられたからこそ、鳥取県らしい人と人との絆を活か

しながら、住み続けるふるさと、住み続けたいふるさとへ、また、地域の元気の創出に、

更に一歩、もう一歩と進むことができました。「福興」から更に高みを目指す「福高」へ、

次なる歩みが始まりました。皆様の御尽力、温かい御支援、御協力に心から御礼を申し上

げます。

　今後ともお力添え賜りますようお願い申し上げますとともに、災害のない平和なふるさ

ととなりますよう、お祈り申し上げます。



■鳥取県中部地震からの復興について

　私たちは今傷ついたこのふるさとを直すことだけで終わり

ではないと思っています。実は元々から人口減少などの悩み

があったり、産業をはじめ経済の活性化について課題のあっ

た地域でありまして、今回の被災でそれがいっそう加速され

ることになってはいけません。したがいまして、マイナスを

ゼロにするだけでなくプラスに変えていかなければならない

のだと思います。

　いろんなところで住宅の修繕がいつできるかとのお声を伺

うわけであります。地域の中でも知恵を出して、例えば町内

会ごとにまとまってある程度前に進められないかとか、いろ

んなやり方があるんじゃないかと思います。また民間の住宅

に限らない様々なまちづくりの再興などもあるわけでありま

す。こうしたところには県としても復興活動支援センターを

作ったり、特別の支援制度を作ったりということも考えてみ

てはどうかと思います。

　ここ中部には大きな力があります。それは住民の皆さん、

　鳥取県中部地震を鳥取県知事あいさつから振り返る

■鳥取県中部地震への災害対応について

　10月21日の地震でありますが、実は特徴ある地震だという

ことが最近の研究でわかってきています。ただそのメカニズ

ムは、あの時を思い出せば私たちにはさっぱりわからなかっ

たわけです。ただ周りをみれば、あれも壊れているこれも壊

れている、とにかく避難しなければいけない、お年寄りがい

る、耳の聞こえない方々などハンデキャップを負った方々も

いる。そういう中でやるべきことを全力でやらなければなら

ない。その辺の瞬発力が地域の防災力として試されるわけで

あります。

　今回、幸いにして死者がなかったということでございます

が、あの危機の中で三朝町消防団ではぱっぱと的確に指示を

発して、それで全体が動いた。三朝町では20人に1人が消防

団員で全国で見ても非常に手厚い状況があるわけです。そう

いう中でこそ、行方不明の方の救出ができ、亡くなる方をく

い止めたわけです。

　また、支え愛マップをつくっていたところはうまくいった

という話がございますし、普段から公民館に備蓄を自分たち

でもされていた。食べ物のことだけでなく、いざという時に

使える工具なども置いていた。さらに日ごろから訓練をされ

ていたものですから、訓練のすぐ後に今回の地震がきた。普

段からやっていることがいざという時に本当に生かされて命

を助けたり、生活の再建に向けた動きを早めることができる

のもそういう地域の防災力がある地域だからであります。

　地域で動くことで変われるんです。災害に立ち向かうこと

ができるんです。何より国が来るのを待つのではなく、私た

ちからまず動くこと、この当たり前のことができたのが鳥取

ではないかとそこは誇っていいと思います。

　でもまだまだ足りません。そこで防災危機管理の条例を改

正させていただきました。支え愛避難所という新しいスキー

ムを作ってみたり、支え合いで支援する活動を応援しようと

することを制度化させていただきました。大雪の時もこうし

たことが私たちのふるさとではできたのであります。全国で

どこにも無い、一番安全なふるさとを地域の防災からつくっ

ていければと願います。

（鳥取県中部地震１年フォーラム（平成29年10月21日（土））あいさつより）

企業、あるいは行政サービス、大学、そうしたところがたぶ

ん全国でも一番近い距離でお互いに頑張っていけるところだ

と思います。例えば「ほっとここ」という子どものための食

堂を作ろうというのが地震で頓挫していました。そこで住民

の皆様が資金を出し合い、12月にオープンをするということ

が叶いました。さらには、お正月には多くの方々、ボランティ

アと一緒にお正月を楽しむような行事をされところです。銭

湯がよみがえったり、三朝の吉田ではみんなの力でお年寄り

を探し出して助けたり、そうしたいろんないい話しも重なり

はじめているところです。先般、成人式が各地で開かれまし

た。そういう中で、私はまたふるさとに帰ってきて役に立ち

たい、そんな声がそれぞれの市や町で聞こえたところであり

ます。地震がかえって私たちのふるさとを強くするのではな

いか、それが私たちが目指すべき本当の復興ではないかと思

います。

（第1回鳥取県中部地震復興会議（平成29年１月13日（金））あいさつより）



なこともあったりするんですけど、それがわからずにいると

いったような、いろんな事情があるわけでございます。です

から、それぞれの御家庭に即しながら、いろんな社会福祉の

系統だとか、あるいはメンタルも含めた保健のサービスであ

るとか、リーガルサービスであるとか、それから建築関係の

専門のアドバイスであるとか、そうしたものをチームを組ん

で対応する必要があるのではないだろうかと、このように

思ってきたところであります。

　そのために、生活復興支援チームというものをつくっては

どうだろうか。我々県の方でもこのたび県議会が開かれます

けども、条例を提案して、そうした制度を全国でも初めて盛

り込んでもいいんじゃないだろうか、こんなように考えてい

るところでございます。

　震災後へのまちづくり、震災復興を仕上げながら次のス

テージへ踏み出していく、そういう段階かなというふうに思

います。

（第４回鳥取県中部地震復興会議（平成30年２月３日（土））あいさつより）

■生活復興支援について

　私が最近感じておりますのは大きく２つございまして、ぜ

ひ市町村長さん等とも話をしなきゃいけないと思っていると

ころでございますが、今、復興が大分進んできているのは事

実であり、ブルーシートの状況を上空から１月の半ばに空撮

をいたしましたところ、今も住んでおられる家では５％の家

がなおブルーシートがかかっていますが、95％は取れている。

こういうように進んできている一方で、ただ、なぜ残ってい

るのかということもまた大きな課題になっていると思うとこ

ろであります。

　そこで、これはアメリカのハリケーン、カトリーナのとき

に出てきた手法でありますが、災害ケースマネジメントとも

言われるものでありますけれども、なぜ残っているかという

と、それはそれぞれの家の事情があるからでありまして、そ

れは融資の問題かもしれませんし、生活の困難を抱えておら

れるということかもしれませんし、直すといった場合に、も

う見積もりどおりフルコースで直すのかどうか、そこの知恵

までまだ回らない、こういう風にとりあえず直せば、おじい

ちゃん、おばあちゃん、まあ雨露がしのげますよというよう
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■復興の総仕上げに向かって

　あれからもう２年、皆様がそれぞれの分野で大活躍をされ

ました。こういうふうな、いわば地域のネットワークが確認

をされ、それが機能し、強化をされ、きょうの日までたどり

着くことができたと思います。振り返ってみますと25名の方

がけがをなさいました。またり災証明、全部でおおよそ２万

ぐらいのり災証明が出されています。それだけ多くの家屋被

害があったということが、今回の地震の特徴でありました。

　そういう意味で、関係者の方々も御商売のこともあります

けれども、どちらかというとボランティアや、あるいは地域

貢献の考え方で、身を粉にして働いていただきまして、県外

の方の応援をいただいたりしながら取り組んでまいりまし

た。その結果として、ブルーシートも外れかけてまいりまし

て、もう２年前の今ごろの発災直後のころ、ざあっと真っ青

になった屋根の様子を思い出しますと、大分落ちつきの出た

町並みに戻り始めたのではないかなというふうにも思いま

す。

　また、地域の商工会議所、商工会などの御協力をいただき

まして、そうした被災した企業の立ち直りを支えるというこ

とも、県も補助金や融資を用意しまして進めてまいりました。

今日まで大体７億ぐらいの補助が執行され、147億の融資、

無利子融資が出ていくということになりました。それで、企

業もそれぞれ戻り始めてきております。中には、過去のそう

した被災を乗り越えて、まさに未来に向かって業容を拡大し

ようというところも出始めてきたところでございます。

　観光など非常に傷ついたところでありましたけれども、今、

お客さんは何とか取り戻した状況になっていると思います。

　また、農林水産の被害も広がりました。特に選果場の被害

であるとか、あるいは漁港施設の被害であるとか、また牛乳

工場も一部被災をしたということもございました。このあた

りも前に向いて進み始めまして、このたびスイカなども過去

最高の単価を記録するというように復調を遂げてきていると

ころでございます。

　こうして一歩一歩、私たちは災害対応を進めてまいりまし

た。ただ、まだまだ届かないところがあります。それは、生

活にもともと苦しみを感じていたところ、いろんな事情を抱

えておられる御家庭がどうやって立ち直っていけばいいかと

いうことがいまだわからずに相談もできかねていた世帯など

がありました。今、災害ケースマネジメントにより、約75世

帯を対象に取組んでいるところでございますが、こうしたこ

ととあわせて実態調査も進めてまいりました。そういうよう

なことをもとにいたしまして、ほかの地域のどこにもないよ

うな、今、生活に密着した復旧対策、復興対策を進めていま

す。今、私たちは単に戻すだけではなく、幸福を起こし、そ

して幸福を高めていく、そういう未来志向の復興に進んでい

かなければなりません。

　「ずり落ちた瓦、踏みならす人という」これは河東碧梧桐

さんの句なんですけれども、河東碧梧桐さんは関東大震災の

とき、東京の文京区に住んで、小石川にいたわけであります

けれども、家のほうは何とかもったようでありますが、ただ

ライフラインのほうの課題があったということで伺っており

ます。それで、もうあちこち崩れ落ちる中で、ちょうどこの

中部のようなことだと思いますが、瓦が地面にどんどん落ち

ている、それを危ないので片づけもあるし踏みならしている、

そんな人の姿があったということであります。この国はこう

した地震というものが繰り返されてきています。しかしそれ

を乗り越えて、今の東京の町があったり、神戸の町があった

りします。私たちにそのことができないはずがないわけであ

ります。我々なりの新しいふるさとづくりに乗り出してまい

れればと思います。

（第５回鳥取県中部地震復興会議（平成30年10月21日（日））あいさつより）
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